
　

TESTIMONY礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を
持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

通読のツボ
※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

日 月 火 水 木 金 土

 母　の　日　礼 　拝 母　の　日　礼 　拝

県北祈祷会20：00~
早天祈祷会6：00~

来週の奉仕者
（５月１６日）
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全本 みどり
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西嵜 優　高杉美代

梁平慧　佐藤文音

カスティロ遥

　藤原すず花

（ ２０２１年５月２日 ）

（要約者：全本 みどり）
誕生者のお祝い

　今週もイザヤ書(45章～51章 )を読み進めていきましょう。
45 章冒頭で、異邦人であるペルシャ帝国のクロス王に主が油
を注がれる事が預言されています。そして、バビロンによる
試練、捕囚の時代が神の審判としてやってくること、それは
新しいイスラエルとなるために必要なことであり、その後に
捕囚から解放され、平和の回復が与えられる事まで預言され
ています。イスラエルの民は神の民として、信仰 /信頼は持っ
ていましたが、神の民としての自覚に弱さを持っていました。
というのは、捕囚された先であるバビロンで行われていた偶
像礼拝がイスラエルの民にとって無縁のものではなかったか
らです。表向きは「主」を信じる者として、御名を呼び求め、
主に認められるようなものは持っていましたが、心がそこか
ら離れているという危険な状態でした。このイスラエルの民
を捕囚から解放するため、神様が用いたのが、異邦人の王ク
ロスでした。誰も想像すらできない手段をとる事で、救いが
主からくるという事を教えるものとなりました。この全てが
イザヤを通して、預言された事です。全てを造り歩む道もご
存じの神様を今週も慕い求めていきましょう。

牧 一穂 牧師
西嵜 芳栄
日名 洋
佐々木 芽生
秦泉寺 朗子　
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スモールファミリー 

　「ロバを売りに行く親子」というイソップ童話があります。ロバを
売りに町に出かけた父と息子。はじめは、ロバを連れて二人とも歩
いていました。すると、旅の途中で「何で二人とも歩いているのだ。
どちらかがロバに乗ったらいいのに。」と笑われました。恥ずかしく
なった父親は息子をロバに乗せて旅を続けます。すると今度は「父
親を歩かせるなんて、悪い息子だな！」と指をさされました。そこで、
今度は父親がロバに乗り、息子が歩きました。すると、「ひどい父親
だな！子どもを歩かせるなんて」とまた別の人に指をさされます。
嫌になってきた親子は今度は二人でロバに乗りますが、ロバは重さ
に耐えきれないで倒れてしまい、結局ロバが売り物にならなくなっ
てしまい、目標を達成できなかった…そんなストーリーです。目的
や自分の在り方に自信がなかったがために人々が言う言葉に振り回
されて右往左往してしまう姿を見ることができます。私たちは誰か
に何かを言われると影響を受けます。そして自分のやり方を変えて
しまうということがあります。けれど、私達が岩の土台に立って生
きているのならどんなことがあっても影響を受けません。まさに現
在は私達がどう生きるかをもう一度改める時がきているのだと感じ
ます。けれど、悩めといっているのではありません。土台がしっか
りとしているのなら悩む必要はありません。遺された人に正しいメッ
セージが伝えられるのなら、私達はいつ天国に帰っても大丈夫なの
です。
「生きることはキリスト、死ぬことも益です。」（ピリピ 1：21）とパ
ウロが語っている通りです。今死んでまずいのなら、今なすべきこ
とをきちんとすれば良いのです。つまり、どう生きてどう死んだか
が次の人に伝えられるようにしておけばいつ天国に帰っても大丈夫
なのです。

　自由とは自分の思うようにして良いということではありません。
自らの存在理由を知るということです。自由にふるまうというのは、
置かれた場所にいる理由を知るということです。この手紙はネロの
時代、ネロがクリスチャンを大虐殺した背景の中書かれたものです。
ペテロはこの後、ネロによって逆さ十字架の刑で殺されたと言われ
ています。そんなペテロが「善良で優しい人に対してだけでなく、
横暴な主人に対しても従いなさい。」（18 節）と語っているのです。
なぜかというと、今は迫害されていても立派なふるまいによって後
の日に神がほめたたえられるようになるからだというのです。

　彼の生き方は「愛」そのものでした。人の背負っているものを自
らが背負うことでその人がその人として本当に生きることができる
ようにするということが彼の十字架であったわけです。ですから、
私達の心の中にある悪、ののしられたらののしり返したい心、苦し
められたらおどしてやりたい心（2：23）を脱ぎ捨てなさいと言わ
れたのです。その立派なふるまいが後になって神がほめたたえられ
ることになるからです。ネロという間違ったリーダーによって多く
のクリスチャンが残忍な方法で殺されました。その後もヨハネをパ
トモス島へ流刑に処したネロよりももっと残忍なことをした皇帝も
出ました。その中でペテロ、ヨハネをはじめ多くのクリスチャンの
忍耐がありました。我慢とは違います。我慢とは嫌なことを嫌々な
がらに我慢していることですが、忍耐というのはその向こうに「希望」
があることがわかっているので耐え忍んでいるのです。現に今やロー
マの国教はキリスト教となっています。

「みなの人がほめられるとき、あなたがたは哀れです。彼らの父祖た
ちも、にせ預言者たちに同じことをしたのです。」（ルカ6：26）
「あなたがたの光を人々の前で輝かせ、人々があなたがたの良い行い
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を見て、天におられるあなたがたの父をあがめるようにしなさい。」
（マタイ5：16）
この二つの御言葉はそれぞれ違います。一つ目のルカの箇所は「我
慢と偽善」です。自分の思いとは違っても人に評価されるために生
きようとする生き方です。人の評価が人生の土台です。二つ目のマ
タイの箇所は「忍耐と善」です。影響を受ける側ではなくて与える
側です。光はいつも変わらず同じスピードでいつも同じ方向に向
かって進んで行きます。どんな影響も受けません。

　自由とは自分の存在意義がわかっていることです。例えば、なぜ
眠るのでしょうか。疲れたから眠るのと明日を元気に生きるために
眠るのとは同じように聞こえますが意味が全く違います。そこで自
由人として私達はどうするべきでしょうか。
①従いなさい（13節）…主権者である王、人が立てた制度に対して。
②敬いなさい（17節）…すべての人に対して。
③愛しなさい（17 節）…兄弟たちに対して。あなたと共に生きる
人です。血の繋がった兄弟姉妹ということではなく、今あなたが共
に生きる人のことです。
④尊びなさい（17節）…王に対して。たてられた者を大切にする。
現代の私達の問題は、してはいけないこととしてよいことが分かっ
ていないという事です。聖書はしてよいことを教えています。その
ことを知り実践することが「自由人」です。この①から④までのこ
とをどこでも行うならば自由人としてふるまうことができます。し
かし心を売って間違ったことをしなさいと言っているわけではあり
ません。ネロの時代クリスチャン達はすべてネロに従っていたわけ
ではありません。信念をもって生きていました。自分の命をかけて、
してはならないことと、して良いことをしっかりと理解していまし
た。私達の人生の一番大切なものを覆す時には命をかけて戦う時が
きます。けれど、そうではない時には私達は愛によってそこに従い
なさいと聖書は教えているのです。なぜかというと、そのたてられ
たリーダーを敬おうとし、尊ぼうとするからです。持論ではなく、
聖書を土台にこうあるべきだということを持ってください。今を
しっかりと自分の内側にあるルールを見極めて大切なことを見出し
ていきましょう。

　教会とは建物のことではありません。人々を招くことのできる揺
るがない心が私達の内にあるということです。イエス・キリストが
その人を「愛した」ということにすべてが向かっていくのです。愛
するとは可哀そうと思うことではなく、その人が間違ったところに
行かないようにその人のために自分が城壁となって行うということ
です。愛をもってたてられた人のために祈り、この世のルールに従
い、すべての人を敬い、兄弟を愛することができれば私達のするこ
とで後に神がほめたたえられるのだとペテロは語っています。
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「生き方によって選びを示すⅢ
  ~立派にふるまう~」   Ⅰペテロ2:11-25
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辻 総一郎

牧兪以子

泉水幸誠

新開佑香　野上怜律

中川英紀

佐藤伶香

横田美鈴　中島幸子

堀川あや

澤口建樹

牧 三貴子
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　今年の GW 真庭あぐりガーデンで「カラダンジョン」のイ
ベントに参加させて貰いました。僕は腸イライラ棒の担当にな
りました。何日も前から製作にかかり、自分の担当の部分を考
えて行きました。僕は「物づくり」はけっ こう好きな方で色々
考えて、段々と形になっていくそんな工程が楽しく感じます。
でも、次第に締め切りが迫ってきて、まだ満足出来ない時に自
分自身プレッシャーを感じるようになって来ました。「時間ま
で仕上がらなか ったらどうしよう！」等と思って来ました。
そんな時、 以前メッ セージでも語られた「一人でやっていない
か !? 自分一人で抱えて込んでいないか !?」この事を思い出し
ました。一緒にしているみんなに助けてもらいながらやってい
けば良いと、神様から語られた気がしました。そうした中で完
成してカラダンジョン 3 日間通して参加してくれた人々、特に
子供達に自分たちが作った物を通して大切な事を伝えて行けた
3 日間だと思います。そんな場面に立ち会わせてくれて大変感
謝です。自分自身迷っても最後には神様は絶対全てを益として
くれると信じていきます。

「主をおのれの喜びとせよ。主はあなたの心の願いをかなえて
くださる。あなたの道を主にゆだねよ。主に信頼せよ。主が成
し遂げてくださる。」（詩編 37-4,5）

祈りましょう…

　イエスキリストは私たちの為に十字架に向かっていきまし
た。人の心の暗闇に光として来られました。誰も知らないあな
たの罪を指摘しているのではありません。あなたの重荷をおろ
してほしいのです。愛とは人を変えることではなく、自分が変
わることです。私達が愛によってすべてのことを行うことがで
きますように。神様。わたしの心にあなたの愛を教えて下さい。
わたしの存在の意味を、在り方を、自由を教えてください。私
の心にあなたの土台を与えてください。　
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黙示録　福澤師

聖餐礼拝

　１日　山本心春
　　　　栗原颯太
　２日　福山友梨
　６日　實金克治

７日　森田莉功
９日　曽我菜々子
　　　西嵜　優
　　　高杉美代

13 日　佐藤　裕
　　　 佐藤　彰
　　　 鈴木誠一
　　　 鈴木大智

20 日　堀川あや　　 
22 日　新開佑香
　　　 野上怜律
23 日　矢崎晴大
　　　カスティロ遥

14 日　藤原すず花
15 日　泉水幸誠
16 日　梁平慧
　　　佐藤文音

10 日　 辻　総一郎
11 日　 佐藤怜香

24 日　牧兪以子
25 日　横田美鈴
　　　中島幸子　
27 日　澤口建樹

曽我菜々子 佐藤裕　佐藤彰
鈴木誠一　鈴木大智

19：30~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ

土台がしっかりとしているなら…土台がしっかりとしているなら…

すべての人を敬いなさい。
兄弟たちを愛し、神を恐れ、王を尊びなさい…
すべての人を敬いなさい。
兄弟たちを愛し、神を恐れ、王を尊びなさい…

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

矢崎晴大

早天祈祷会6：00~早天祈祷会6：00~ じょいふるキッズ15：00~
ﾕｰｽ礼拝17：00~

自由とは…自由とは…

模範者であるキリストに従いなさい…模範者であるキリストに従いなさい…

二つの生き方…二つの生き方…

どうふるまうのか？自由人として…どうふるまうのか？自由人として…


